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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、インターα-トリプシンインヒビターファミリーのタンパク質をコードしています。選択的スプライシングにより複数の転写産物バリアントが生じ、そのうち少なくとも1つはプレプロタンパク質をコードしており、このタンパク質はタンパク質分解によってインターα-トリプシンインヒビター複合体の重鎖を生成し、肝細胞から血中に分泌されます。この重鎖はヒアルロン酸とも相互作用し、この相互作用は排卵と受精に関与している可能性があり、複数の炎症性疾患との関連が示唆されています。この遺伝子は、3 番染色体上の遺伝子クラスターに存在します。[RefSeq 提供、2015 年 11 月],機能:広範囲の食作用細胞を刺激する可能性のあるペプチドが含まれています。,機能:血清中のヒアルロン酸の運搬体として、またはヒアルロン酸と他のマトリックスタンパク質 (組織の細胞表面上のタンパク質を含む) との間の結合タンパク質として作用して、生物学的プロセスを受けている細胞に不可欠なヒアルロン酸の局在、合成、分解を制御します。,質量分析: PubMed:9677337,多型:共通の対立遺伝子が 3 つあります。 ITIH1*1 は Glu-585/Gln-595、ITIH1*2 は Val-585/Arg-595、ITIH1*3 は Glu-585/Arg-595 です。,PTM: 重鎖は、プロペプチド切断後に C 末端アスパラギン酸のアルファカルボキシルにエステル化されたコンドロイチン 4-硫酸を介してビクニンに結合します。,PTM: S 結合型グリカンは、Glc または Gal の 2 つのユニットで構成されます。,類似性: ITIH ファミリーに属します。,類似性: 1 つの VWFA ドメインを含みます。,サブユニット: I-alpha-I 血漿プロテアーゼ阻害剤は、1 つまたは 2 つの重鎖 (H1、H2、または H3) と 1 つの軽鎖であるビクニンから組み立てられます。インターアルファインヒビター（I-アルファ-I）はH1、H2、ビクニンから構成され、インターアルファ様インヒビター（I-アルファ-LI）はH2とビクニンから、プレアルファインヒビター（P-アルファ-I）はH3とビクニンから構成されます。
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	エトポシド25μMで24時間処理したJurkat細胞ライセートのITIH1（Cleaved-Asp672）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

